
　教科の領域別に全国を100とした場合の全道及び市町村の状況をレーダーチャートで

　示したもの

　（市町村の平均正答率÷全国（公立）の平均正答率×100で算出）

■猿払村内小学校の状況及び学力向上策（学校数：4校、児童数：30人）

○

【教科全体の状況】

【分析】

　【児童質問紙調査】

○

○

　【学校質問紙調査】

○ 算数Ａでは、「数と計算」で全国を上回っている。
教　　　科

村全体で取り組む「統一問題集」や「家庭学
習の手引」を活用するなど、家庭学習の課題
の与え方について、校内の教職員で共通理
解を図って指導したことにより、家で学校の
授業の復習をしていると回答した児童の割合
が全国を上回り、算数Ａの「数と計算」、国語
Ｂの「話すこと・聞くこと」で全国を上回ったと
考えられる。

学校生活の中で、児童一人一人のよい点や
可能性を見付け、児童に伝えるなど積極的
に評価する取組を行ったことにより、児童の
自尊感情が高まるとともに、地域や社会のた
めに自分ができることを考えるようになり、ボ
ランティア活動の積極的な参加が促されたと
考えられる。

【猿払村の学力向上策】

○

国語Bでは、「話すこと・聞くこと」で全国を上回って
いる。

○

○

○

学校質問紙

児童質問紙

「家で、学校の授業の復習をしている」と回答した
児童の割合が、全国及び全道を上回っている。
「地域社会などでボランティア活動に参加したこと
がある」と回答した児童の割合が、全国を上回っ
ている。

「家庭学習の課題の与え方について、校内の教職
員で共通理解を図った」と回答した学校の割合
が、全国及び全道を上回っている。

「学校生活の中で、児童一人一人のよい点や可
能性を見付け、児童に伝えるなど積極的に評価し
た」と回答した学校の割合が、全国及び全道を上
回っている。

「統一問題集」と「家庭学習の手引」の活用による家庭と連携した生活習慣・学習習慣の確立

猿払村教育研究会と連携した公開授業の実施◎

◎

◎ 地域素材の教材化や人材を活用した体験的なふるさと教育の充実

◎ 学校保健委員会の定期開催による子どもの生活習慣の実態把握と改善

◎ 学習意欲向上のためのタブレット端末やプロジェクター導入によるＩＣＴ教育の推進
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【平均正答率の全国との差の推移】
　教科の領域別に全国を100とした場合の全道及び市町村の状況をレーダーチャートで

　示したもの

　（市町村の平均正答率÷全国（公立）の平均正答率×100で算出）

■猿払村内中学校の状況及び学力向上策（学校数：1校、生徒数：19人）

○

【教科全体の状況】

【分析】

◎

○

 【生徒質問紙調査】

○

○

学校質問紙

【猿払村の学力向上策】

　【学校質問紙調査】

教　　　科

◎ 猿払村教育研究会と連携した公開授業の実施

◎ 「統一問題集」と「家庭学習の手引」の活用による家庭と連携した生活習慣・学習習慣の確立

授業や課外活動で地域のことを調べたり、地域の
人と関わったりする機会の設定を行った。

学習意欲向上のためのタブレット端末やプロジェクター導入によるＩＣＴ教育の推進
地域素材の教材化や人材を活用した体験的なふるさと教育の充実

◎

生徒質問紙
「授業では、生徒の間で話し合う活動をよく行って
いた」と回答した生徒の割合が、全国を上回って
いる。

○

生徒の間で話し合う活動を行うとともに、自分
の考えがうまく伝わるよう、資料や文章、話の
組み立てなどを工夫して発表するよう指導し
たことにより、国語Ａ・Ｂで前年度を上回ったと
考えられる。

○ 授業や課外活動で地域のことを調べたり、地
域の人と関わったりする機会の設定を行った
ことにより、言語活動の充実が図られ、国語Ａ
の「話すこと・聞くこと」「書くこと」、Ｂの「書くこ
と」で全国を上回ったと考えられる。

「授業で、自分の考えを発表する機会では、自分
の考えがうまく伝わるよう、資料や文章、話の組み
立てなどを工夫して発表していた」と回答した生徒
の割合が、全国を上回っている。

◎ 学校保健委員会の定期開催による子どもの生活習慣の実態把握と改善

○

国語Ａでは、「話すこと・聞くこと」「書くこと」、Ｂで
は、「書くこと」「伝統的な言語文化と国語の特質に
関する事項」で全国を上回っている。

○

数学Bでは、「資料の活用」で全国を上回ってい
る。

平均正答率の全国との差の推移では、国語A・B
において、前年度を上回っている。
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